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 第１１号様式 

諮問事項に対する答申書（案） 

 中区協議会  

件 名 市営住宅（松城団地ほか４団地）の廃止について 

諮 問 内 容 

＜概要＞ 

○松城団地、富塚ＣＢ団地、富塚向平団地、鹿谷亀山団地、鹿谷真向

坂団地の５団地について、廃止、解体する。 

○現在の入居者は、今年度中に他の市営住宅などへの移転を完了。 

＜解体時期＞ 

○松城団地、富塚ＣＢ団地、富塚向平団地・・・平成２８年７月以降

順次 

○鹿谷亀山団地、鹿谷真向坂団地・・・平成２９年度以降順次 

答  申 

 諮問内容について審議した結果、適切であると認めます。 

 なお、解体後の跡地の利用については、地域住民の理解を得られるよ

うに十分な説明をし、周知を図るよう要望します。 

備   考 

答申－ア 





区制度検討に係る工程表

項目 内容 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
4月 7月 10月1月 4月 7月 10月1月 4月 7月 10月1月 4月 7月 10月1月

Step1
住民自治、行政サー

ビスのあり方

様々な角度から市の現状を

客観的に判断できる資料を

作成し、これまでの行政区制

度、サービス提供体制の検

証･総括。

検証･総括を踏まえ、今後の

住民自治(地域課題の解決方

法など)、行政サービスのあ

り方を協議検討。

Step2
行政区再編の決定

Step1を踏まえ、人口減少下

における持続可能な行政区、

行政サービス提供体制(案)作

成。

案を市民の皆様に説明、意見

聴取した後、最終案を作成。

【決定】行政区再編の有無、

新たな行政サービス提供体

制。

Step3
新体制への移行

必要があれば条例改正。

平成32年1月1日、新体制

に移行。

新たな行政区、行政

サービス提供体制

(案)作成･提示

案に対する

意見聴取 最終案

作成･提示

今後の

サービス等

のあり方を

協議検討

の上、提示
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区制度検討に係る工程表【詳細】
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Step1 

住民自治、行政サービスのあり方

【内容】 

12市町村合併から政令指定都市移行に至る経緯、政令指定都市移行後の変化、本市

を取り巻く状況など、様々な角度から本市を客観的に判断できる資料を作成し、こ

れまでの行政区制度、サービス提供体制の検証･総括を行う。

検証･総括を踏まえ、今後の住民自治(地域課題の解決方法など)、行政サービスのあ

り方を協議検討し、｢あり方｣を示す。

必要に応じ、区役所や協働センターなどの行政サービスに関し、現状における課題

や困りごとなどの意識調査等の実施を検討する。

【スケジュール】 

Ｈ28 3月区制度等の検証･総括

4月 ↓

5月 ↓

6月 ↓    ／ 議会報告①

7月今後のサービス等検討 ／ 区政だより① 

8月 ↓

9月 ↓

10月 ↓      ／ 議会報告②

11月 ↓

12月｢今後の住民自治、行政サービスのあり方｣提示 ／ 区政だより②

議会報告① : これまでの行政区制度、サービス提供体制の検証･総括

区政だより① : 検証結果報告、FAX･Eメールによる意見募集など

議会報告② : 今後の住民自治、行政サービスのあり方

区政だより② : 今後の住民自治、行政サービスのあり方の報告、FAX･Eメールによ

る意見募集など
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Step2 

行政区再編の決定

【内容】 

Step1｢住民自治、行政サービスのあり方｣における結果などを踏まえ、人口減少下に

おける持続可能な行政区(必要があれば区割り案及び新たな区の名称案を示す)、行

政サービス提供体制(案)を作成する。

案については、パブリックコメントを実施するとともに、区協議会に諮問する。

また、これらに加え、地区自治会、市民活動団体などを対象に上記案を説明し、意

見聴取を行う。

【ヒアリング対象】

  地区自治会(50(13+6+8+7+6+5+5))、市民活動団体など

【説明者】

  市民部長、市民協働･地域政策課長、企画調整部長、企画課長、総務部長、

人事課長が分担して実施

パブリックコメント意見などを反映させ、新たな行政区、行政サービス提供体制を

公表する。 ⇒ 行政区再編の有無、新たな行政サービス提供体制の決定

【スケジュール】 

H29 1月新たな行政区、行政サービス提供体制(案)作成

2月          ↓ 

3月          ↓           ／ 議会報告③ 

4月          ↓ 

5月          ↓ 

6月          ↓           ／ 議会報告④ 

7月          ↓ 

8月          ↓ 

9月新たな行政区、行政サービス提供体制(案)提示 ／ 議会報告⑤ 

10月意見聴取 ／ 区政だより③ 

11月 ↓

12月 ↓

Ｈ30 1月  ↓

2月 ↓

3月  ↓

4月  ↓   ／ パブリックコメント ／ 区協議会諮問 

5月  ↓         ↓          ↓ 

6月  ↓         ↓          ↓ 

7月意見等取りまとめ及び最終案作成

8月       ↓ 

9月       ↓ 

10月       ↓ 

11月       ↓         ／ 議会報告⑥ 

12月       ↓ 
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Ｈ31 1月       ↓

2月議会報告⑦ ⇒【決定】行政区再編の有無、新たな行政サービス提供体制

3月区政だより④

議会報告③ : 新たな行政区、行政サービス提供体制(案)説明(第1回)

議会報告④ : 新たな行政区、行政サービス提供体制(案)説明(第2回)

議会報告⑤ : 新たな行政区、行政サービス提供体制(案)説明(第3回)

区政だより③ : 案公表、パブリックコメント･ヒアリングの告知

議会報告⑥ : パブリックコメントなどの結果説明、最終案説明(第1回)

議会報告⑦ : 最終案説明(第2回)

区政だより④ : パブリックコメントなどの結果、行政区再編の有無、新たな行政 

サービス提供体制公表
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Step3 

新体制への移行

【内容】 

行政区再編の必要があれば、｢浜松市区及び区協議会の設置等に関する条例｣改正の

準備を進める。

平成32年1月1日、新体制に移行。

【スケジュール】 

H31 2月[諮問]浜松市行政区画等審議会

3月[答申]浜松市行政区画等審議会

4月関係機関との調整

5月    ↓

6月区設置等に関する条例改正

7月新体制の周知

8月   ↓ 

9月   ↓ 

10月   ↓ 

11月   ↓ 

12月   ↓ 

Ｈ32 1月新体制に移行











 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  浜松市立地適正化計画の基本方針(案)について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

・平成 26 年 8 月の都市再生特別措置法の改正により『コン

パクトシティ・プラス・ネットワーク』の考え方でまち

づくりを進めるための「立地適正化計画制度」が創設さ

れた。 

・人口減少社会を見据え、総合計画で示すまちづくりの基

本的な考え方 “コンパクトでメリハリの効いたまちづく

り” に基づき、拠点ネットワーク型都市構造の実現を目

指すため、都市機能及び居住の立地の適正化を図る「立

地適正化計画」を策定する。 

・本方針は立地適正化計画を策定する上での基本的な考え

方を示すものである。 

・庁内 11 部 25 課からなる検討会により、学識経験者や市

民代表、関係団体の意見聴取を実施しながら、基本方針

(案)を策定した。 

対象の区協議会 全ての区協議会 

内  容 

拠点ネットワーク型都市構造の実現に向け、これからのま

ちづくりの方針や都市の骨格構造の考え方、都市機能及び居

住の誘導区域の設定方針等、本市の立地適正化計画の基本的

な考え方を示す。 

１．はじめに 

２．浜松市の現状と将来動向より抽出される課題 

３．立地の適正化に関する基本的な方針 

４．都市機能誘導に関する方針 

５．居住誘導に関する方針 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

担当課 都市計画課 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。

協議－イ 



浜松市立地適正化計画の基本方針（案）概要 
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1 まちづくりの方針 

浜松市の課題に対応したまちづくりを進めるため、現行の都市計画マスタープランに示す都市計画

の5つの基本理念に基づき、まちづくりの方針を示します。 

（１）まちづくりの理念 

（２）まちづくりの基本的な考え方 

浜松市総合計画において示す「コンパクトでメリハリの効いたまちづくり」に基づき、まちづく

りの理念の実現を目指します。 

ココンンパパククトトででメメリリハハリリのの効効いいたたままちちづづくくりり

2 都市の骨格構造の指針 

生活サービスや公共交通の維持のた

め、一定の人口密度を確保できるよう

居住の集約を図る 

①居住

○居住の促進を図る地域 

・公共交通の利便性が高く、都市機能の
集積した場所へのアクセスが容易な地
区 

・産業の集積動向等を踏まえ、既存の市
街化区域の中で、働く場所に通勤しやす
い地区 

・災害リスクが低く、より安全な地域 

・都心及びその周辺部 

→人口密度にメリハリをつけ、都市基盤
整備の優先順位を明確化。市民生活
の質の向上と行政コストの低減の両立
を目指します。 

○それ以外の地域 

・郊外地のうち鉄道駅徒歩圏内で都市機
能へのアクセス性が高い地域 

→地域活性化の視点から適切な土地利
用を目指します。 

・上記以外の地域 

→原則、居住の立地を促進しません。 
既存ストックをいかしながら地域特性に
応じたゆとりある住環境を確保し、多様
な暮らし方を支えます。

拠点や居住地の利便性向上のため、 

都市機能の集約を図る 

○都市機能集積の促進を図る地域 

・都心 
→市内外から人を集める市の顔として、広域から人を集客する都市機能
の集積を促進し、賑わいのある都心の再生を図ります。 

・居住の促進を図る地区 
→公共交通結節点等に都市サービス及び生活サービスの集積を促進
し、魅力あるまちづくりを進めます。 

産業振興、交通利便性や防災性の観点から、 

産業機能の適正な立地を支援し、計画的な秩序ある 

土地利用を図る 

運行頻度の高い公共交通サービスの維持と、 

今後の居住、都市機能、産業立地を踏まえた 

ネットワークの形成を図る 

産業振興、交通利便性や防災性の観点から、産業の適正な立地を支援 

・市街地 
→まとまった産業用地と居住を促進する地域とを明確に区分し、メリハリ
の効いた土地利用を展開します。 

・郊外地 
→農業・工業のバランスある土地利用を展開します。 

・利便性が高い鉄道およびバス路線 
→沿線への居住誘導、交通結節点等への都市機能の集積により、 
公共交通サービスの維持を図ります。 

・新たに産業集積が進む内陸部の公共交通 
→居住地と勤務地との位置関係や物流交通の分布等に留意し、道路混
雑の緩和や公共交通利用への転換を進め、産業活力活性化のための
交通ネットワークを形成します。 

3. 立地の適正化に関する基本的な方針

④交通 

③産業 

都都市市のの骨骨格格構構造造のの構構成成イイメメーージジ

「コンパクトでメリハリの効いたまちづくり」を構成する４つ

の要素の立地の適正化に関する基本的な方針を示し、浜

松市が目指すべき都市の骨格構造の指針とします。

②都市機能 

4. 都市機能誘導区域及び誘導施設の設定方針
３つの視点から長期的な居住地としての適正性を判断し、居住誘導区域を設定します。居住の誘

導により人口密度にメリハリをつけ、都市基盤整備の優先順位を明確化し、市民生活の質の向上と行政

コストの低減の両立を目指します。 

表 居住誘導区域設定の視点と方針 

視点 市の方針 

1.生活利便性
サービスレベルの高い鉄道駅やバス停の徒歩圏内で、一定の都市機能の集積

が見られる地域を居住誘導区域に設定します。 

2.災害リスク
国の都市計画運用指針で示される災害リスクの高い地域は居住誘導区域に

含めません。

3.新たな産業集積

への対応

浜松市では、今後新東名高速道路の浜松 SA スマートインターチェンジの周辺地域

（以下、都田地域とします。）へ新たな工業集積地を整備する予定です。工業集積に

より新たな居住ニーズの発生や交通需要の増大による交通環境の悪化が見込まれ

ています。そこで、都田地域で新たに発生する居住ニーズに適切に対応し、働

く場や都市拠点へのアクセス性が高い地域を居住誘導区域に設定します。 

具体的な居住誘導区域はその他の条件から居住誘導区域に含めるべきでないと判断される地域や、現

況の地形地物等を考慮しながら設定します。

5. 居住誘導区域の設定方針
誘導する都市機能の種類と集積を図る地域（都市機能誘導区域）について以下に示します。 

表 都市機能の種類と集積を図る地域 

都市機能の種類 誘導施設の例 集積を図る地域 

広域から人を集客する都市機能：市域全

体や市内外からの集客が見込まれる施

設 

病院、大型商業施設、コンベンション

センター、市役所本庁舎など 

都心及び副都心

⇒広域都市機能誘導区域

都市サービス：行政区内程度の範囲から

の集客が見込まれる施設 

区役所、文化センター、地域図書館な

ど 

公共交通結節点等 

⇒生活都市機能誘導区域
生活サービス：中学校区程度の範囲から

の集客が見込まれる生活に身近な施設 

小中学校、診療所（内科・小児科）、通

所型高齢者施設、保育園・幼稚園（民

営）、スーパー、コンビニ、銀行、郵便

局など 

※本表における誘導施設の例は都市機能を種類別に分類したものであり、浜松市の立地適正化計画における誘導施設を示すものではありません。 

浜松市では都市機能の種類に応じて広域と生活の２種類の都市機能誘導区域を設定し、区域ごとに必要な誘導施設の

誘導を目指します。また、広域都市機能誘導区域は生活都市機能誘導区域を兼ねるものとします。

自然環境と共生

した持続可能な

都市の実現 

地域特性を活かし

たまちづくりと相

互連携の強化 

市民の参加・協

働によるまちづ

くりの推進 

都市活力の持続

と向上 

市民生活の質の

向上 

①居住 

②都市機能 

③産業 

④交通 
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  浜松市循環まちバス「く・る・る」の運行見直しについて 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

・ 平成 14 年度より、中心市街地の来街・回遊性の向上、公共交通の

利用促進を目的に循環まちバス「く・る・る」を運行してきた。 

・ 各種調査の結果、「く・る・る」は所期の目的とする回遊導線とし

てではなく、特定の施設等への便利な移動手段として利用されてい

る状況にある。 

・ 平成 27 年度に浜松市循環まちバス運行事業評価会議を開催し、運

行システムを見直すことを前提として事業継続が妥当との結論を

いただいた。 

・ 評価会議や各種調査結果等を踏まえ、利用率向上の努力を行った上

で存廃の判断をすることとし、平成 29 年 4 月からルートや料金体

系を変更した新運行システムによる運行を開始する。

対象の区協議会 中区協議会 

内  容 

平成 29 年 4 月より、新運行システムでの運行を行う。 

区分 変更前 変更後 

運行時間 

東：9：18 ～ 17：18 

西：9：28 ～ 17：28 

南：9：30 ～ 17：00 

北：9：15 ～ 16：45 

南：9：30 ～ 17：00 

東西：1日 25便（20 分間隔）
便数 

 南 ：1日 16便（30 分間隔）

北南：1日 16 便 

（30 分間隔） 

所要時間 東西南：1周約 30分 北南：1周約 30分 

バス停 

東：14箇所 

西：18箇所 

南：17箇所 

北：15箇所 

南：17箇所 

運賃 

1 乗車あたり 

大人：100円 

小人： 50円 

1 乗車 1日乗り放題 

大人：200円 

小人：100円 

※ルート案は別添の通り 

備 考 
（答申・協議結果を得

たい時期、今後の予定

など） 

担当課 産業振興課 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。

協議－ウ 



- 1 - 

循環まちバス「く・る・る」運行事業について 

産業部 産業振興課 

1. 事業概要 

（１）事業主体及び運行形態 

【実施主体】 浜松市 

【運行主体】 遠州鉄道株式会社 

【運行形態】 道路運送法第 4条に基づく一般乗合旅客自動車運送事業 

（２）運行の目的 

・中心市街地の来街、回遊性の向上 

・交流人口の拡大（歴史的・文化的資源の活用） 

（３）運行時間及び便数（平成 28年 4月 1日現在） 

経路 運行時間 便数 距離 

西ループ 9:28～17:28（20 分間隔） 1 日 25 便 1 周 4.1km 

東ループ 9:18～17:18（20 分間隔） 1 日 25 便 1 周 3.6km 

南ループ 9:30～17:00（30 分間隔） 1 日 16 便 1 周 3.6km 

（４）運賃 

・1乗車   大人 100 円 小人 50 円 

・1 日乗車券 大人 200 円 小人 100 円（すべてのルートで使用可能） 

・障害者割引（半額）、未就学児は有料客 1名につき 2人まで無料 

（５）これまでの経過 

時期 内容 

平成 14年 4 月 30 日 
遠州鉄道㈱と浜松市循環まちバス運行に関する協定書を締結 

（10 年間） 

平成 14年 5 月 11 日 西ループ運行開始 

平成 14年 6 月 1 日 東ループ運行開始 

平成 19年 4 月 1 日 南ループ運行開始、東・西ループのルート変更 

平成 24年 4 月 1 日 
遠州鉄道㈱と浜松市循環まちバス運行に関する協定書を締結 

（3年間） 

平成 24年 10 月 1 日 運行時間の変更、東・西ループのルート変更 

平成 27年 4 月 1 日 
遠州鉄道㈱と浜松市循環まちバス運行に関する協定書を締結 

（1年間） 

平成 28年 3 月 15 日
遠州鉄道㈱と平成 28 年度浜松市循環まちバス運行業務委託を

締結（1年間）
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2. 利用実績（利用者数と補助金額） 

・平成 27年度年間利用者数：約 18万人 前年度比：約 3千人増 

・1便あたり乗車人数 西ループ：6.2 人、東ループ：7.8人、南ループ：9.0 人 

表 1 利用者数及び補助金額の推移 

利用者数（人） 補助額 
年度 

西ループ 東ループ 南ループ 合計 1便あたり 総額(千円) 1 人あたり 

H14 83,696 71,856 － 155,552 7.1 33,000 212 

H15 108,449 105,493 － 213,942 8.4 33,000 154 

H16 114,682 114,287 － 228,969 9.0 33,000 144 

H17 116,675 118,835 － 235,510 9.2 33,000 140 

H18 116,340 122,382 － 238,722 9.3 33,000 138 

H19 116,782 124,582 56,100 297,464 9.3 48,000 161 

H20 117,018 126,119 66,204 309,341 9.6 48,000 155 

H21 119,024 123,625 66,797 309,446 9.6 48,000 155 

H22 118,503 122,197 63,938 304,638 9.4 46,000 151 

H23 113,332 118,650 64,274 296,256 9.2 46,000 155 

H24 87,060 96,220 54,750 238,030 8.3 40,500 170 

H25 60,602 74,287 50,276 185,165 7.6 35,000 189 

H26 55,877 70,503 50,572 176,952 7.4 35,000 197 

H27 56,397 70,854 52,798 180,049 7.5 33,500 186 

3. OD 調査結果（H27 実績）  調査期間：H27.11.25～12.24（平日 21 日、休日 9日）

表 2 利用頻度の高い区間 

区分 1位 2位 3 位 

平
日浜松駅 → 遠州病院 遠州病院 → 浜松駅 浜松駅 → 文芸大 

休
日浜松駅 → 遠州病院 浜松駅 → 文芸大 遠州病院 → 浜松駅 

東
ル
ー
プ

合
計浜松駅 → 遠州病院 遠州病院 → 浜松駅 浜松駅 → 文芸大 

平
日浜松駅 → 東照宮入口 浜松駅 → 中央図書館 浜松駅 → 

浜松城・市

役所 

休
日浜松駅 → 中央図書館 中央図書館 → 浜松駅 浜松駅 → 東照宮入口 

西
ル
ー
プ

合
計浜松駅 → 中央図書館 浜松駅 → 東照宮入口 浜松駅 → 

浜松城・市

役所 

平
日浜松駅 → ﾊﾛｰﾜｰｸ北 浜松駅 → 

南部協働ｾﾝ

ﾀｰ南 
浜松駅 → 

海老塚郵便

局前 

休
日浜松駅 → 

南部協働ｾﾝ

ﾀｰ南 
浜松駅 → 竜禅寺町 浜松駅 → ﾊﾛｰﾜｰｸ北 

南
ル
ー
プ

合
計浜松駅 → ﾊﾛｰﾜｰｸ北 浜松駅 → 

南部協働ｾﾝ

ﾀｰ南 
浜松駅 → 

海老塚郵便

局前 

浜松駅がハブとなり、駅から離れた病院及び公共施設への来訪に利用されている。 
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4. 平成 27 年度循環まちバス運行事業評価会議 

（１）評価会議の目的 

現状だけでなく将来を見据えた上で、中心市街地活性化における循環まちバスの役

割を評価し、運行事業継続の必要性について検証する。 

（２）開催日程 

平成 27 年 7 月 6 日～平成 27年 9月 14 日  計 3 回開催 

（３）委員 

学識経験者、浜松商工会議所、浜松観光コンベンションビューロー、中部運輸局、

静岡県警、関係自治会等 11 名で構成 

（４）検討結果 

＜最終的な評価会議として結論＞ 

◆ 運行システムを見直すことを前提として事業の継続が妥当

＜付帯意見＞ 

都心交通の一環としてまちバスの運行は必要だが、現行の運行システムには問題が

ある。利用者数が年々減少しているのは、市民にとって利用しにくいものだからで

ある。利用者の利便性向上を徹底的に追及し、運行ルートや運行時間などを抜本的

に見直して利用率向上を図ることを事業継続の付帯条件とする。 

5. 市民アンケート結果 

（１）調査概要 

ア 調査目的 

浜松市民の中心市街地来街動向と浜松市循環まちバス「く・る・る」の利用状況を

把握し、今後の方向性を検討する資料にするためアンケート調査を実施 

イ 調査実施概要 

【調 査 対 象】 住民基本台帳から無作為抽出した市内在住の満 20歳以上の男女 7,800 人 

【調 査 方 法】 調査票を郵送。後日郵送にて回収。 

【調 査 日】 平成 28 年 1月 21 日～2月 4日 

【有効回答数】 3,509 件（有効回答率 45.0％） 

（２）回答結果 

ア 年齢別         イ 居住地        ＜くるる沿線地域居住＞ 

年齢別 割合  居住地 割合  居住地 割合 

20～39 歳 17.2％  中区 27.1％  沿線地域 16.1％ 

40～59 歳 28.0％  東区 15.0％  その他 82.3％ 

60～74 歳 29.3％  西区 12.3％  

75 歳以上 18.1％  南区 11.5％  

※中区居住のうち 

   北区 11.0％    

   浜北区 11.8％    

   天竜区 3.8％    
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ウ 中心市街地へ出かける頻度 

エ 中心市街地に出かける目的（複数回答） 

オ 中心市街地に出かける時の主な目的地（複数回答） 

カ 中心市街地へ出かける時の主な交通手段 
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キ 中心市街地内を移動するときの交通手段

ク くるるの運行継続についての意見 

6. 利用者アンケート結果 

（１）調査概要 

ア 調査目的 

浜松市循環まちバス「く・る・る」利用者の利用状況を把握し、今後の方向性を検

討する資料にするためアンケート調査を実施 

イ 調査実施概要 

【調 査 対 象】 浜松市循環まちバス「く・る・る」利用者 

各ループ平日 100 名、休日 100名に調査票を配布（合計 600名） 

【調 査 方 法】 乗車時に調査票を配布。後日郵送にて回収。 

【調 査 日】 平日 平成 28年 1月 25 日（月）、1月 28日（木） 

休日 平成 28年 1月 23 日（土）、1月 31 日（日） 

【有効回答数】 314 件（有効回答率 52.3％） 

（２）回答結果 

ア 年齢別 

年齢別 東ループ 西ループ 南ループ 合計 

39 歳以下 15.0％ 12.3％ 12.9％ 13.1％ 

40～59 歳 17.5％ 31.5％ 22.9％ 21.1％ 

60～74 歳 31.3％ 27.4％ 25.7％ 29.5％ 

75 歳以上 36.3％ 28.8％ 38.6％ 36.3％ 
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イ 居住地 ※利用上位居住地 

居住地 東ループ 西ループ 南ループ 合計 

中区 57.5％ 72.0％ 87.3％ 71.3％ 

南区 12.5％ 9.3％ 4.2％ 9.2％ 

西区 6.3％ 5.3％ 5.6％ 5.8％ 

東区 7.5％ 4.0％ 1.4％ 3.8％ 

その他 16.3％ 9.3％ 1.4％ 10.1％ 

＜くるる沿線地域居住＞ 

東ループ 西ループ 南ループ 合計 

沿線地域 33.8％ 37.3％ 70.4％ 47.5％ 

その他 66.3％ 62.7％ 29.6％ 52.5％ 

ウ くるるに乗る頻度 

エ 乗車目的（複数回答） 

オ 乗車理由（複数回答）
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カ 目的地（複数回答） 

キ くるる値上げの場合の対応 

ク くるるがない場合の交通手段（複数回答）
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7. 各種調査結果の分析 

高齢者の利用が高く、中区居住者の利用率が高い。また、南ループにおいてはくるる

沿線地域居住者の利用率が圧倒的に高く、生活の足として定着している。 

東西ループは、主に浜松駅から遠州病院や中央図書館等の駅から遠方にある特定の施

設への移動手段として、また、田町中央通りやかじ町通り・ヤマハ浜松店等へ降車し

中心市街地で買い物をする客に利用されている。 

南ループは、主に浜松駅からハローワークや南部協働センター等の駅から遠方にある

特定の施設への移動手段として、また、中央柳通りや千歳町へ降車し中心市街地で買

い物をする利用客に利用されている。 

中心市街地への来街目的は、買い物や浜松駅での乗り換え等が主な目的となっている。 

遠州病院は病院敷地内にバス停があること、中央図書館前は坂の上にバス停があるこ

と、また、南ループはバス路線が通っていない場所にバス停があるなど、通常の路線

バスより利便性の高いバス停への利用率が高くなっていると推察される。 

東西ループの利用者については、路線バスより運賃が安く、便利なバス停として利用

するために乗車していること、南ループについては、路線バスが通行していない地域

における生活の足として利用されていることなどが想定される。 

◆ くるるが所期の目的とする回遊導線としてではなく、特定の施設等への便利な移動

手段として利用されている

8. 今後の方向性（市としての考え方） 

評価会議や各種調査結果等を踏まえ、利用率向上の努力を行った上で存廃の判断を

する 

当面の方向として、平成 29 年 4 月から運行システム及び料金体系を変更し、平成

30 年度末まで（2年間）引き続いての運行とする 

併せて、事業の評価基準となる目標指標を設定する 

＜評価基準（目標指標）＞ 

◆ 目標乗車人員「年間の 1便あたり利用人数＝10人」 

9. 新運行システム（案） 

乗降の比較的多いバス停を活かしつつ、東西ループを統合し、「北ループ」として再編

することで利便性を維持しつつ経費削減を図る（南ループは現行ルートを維持）。 

ルート等  運賃 

運行時間 
北：9：15 ～ 16：45 

南：9：30 ～ 17：00 

便 数 北南：1日 16 便（30 分間隔）  

1 乗車 1日乗り放題 

大人：200 円 

小人：100 円 

所要時間 北南：1周約 30 分   

バ ス 停 
北：15 箇所 

南：17 箇所 

※廃止バス停：馬込町・連尺   ※ルート詳細は別紙 2・3を参照 
南ループ 

浜松駅 

ルート 

北ループ 



資料２－２

文芸大

東照宮

市役所

浜松城美術館

中央図書館

楽器博物館

いきいきプラザ

五社神社

秀忠誕生
の井戸

鴨江別館

木下恵介記念館
浜松科学館

ﾒﾃﾞｨｶﾙ
ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ

市民協働
推進ｾﾝﾀｰ

浜松復興
記念館

静岡銀行

鴨江寺

鎧掛け松

浜松西年金
事務所

【運行時間】9：15 ～ 16：45
【便　　数】1日16便（30間隔）
【所要時間】1周30分
【バス停数】1５箇所
【運　　賃】1乗車1日乗り放題
　　　　　　　　大人：200円
　　　　　　　　小人：100円

１　浜松駅

９　尾張町北

１３　紺屋町

１１　浜松城・市役所

１２　中央図書館

多
観光施設

　　住民向け施設

６　遠州病院
５　文化芸大

遠州病院

３　いきいきプラ
ザ

新ルート

西ループ

東ループ

２　アクトシ
ティ・

楽器博物館

８　常盤町・秀忠
生誕の井戸北

１０　東照宮入口

１４　伝馬町

１５　かじ町通り・ヤマハ浜松
店

７　県総合庁舎北

４　東小学校・
東ふれあい公園

別紙1「新ルート図（北ループ）」

※乗降の多い既存バス停を活用
　廃止バス停：馬込町・連尺



１　浜松駅

２　駅南大通り

３　砂山町通り北

４　砂山町通り南

５　竜禅寺町

６　ハローワーク北

７　南部協働センター南
８　海老塚町

１０　海老塚一丁目南

１１　双葉小学校前

１２　海老塚一丁目北

１３　福祉交流センター

１４　塩町

１５　平田町

１６　中央柳通り

１７　千歳町

９　海老塚郵便局前

　　南ループ

ハローワーク

南部協働センター

福祉交流センター
浜松東税務署

住民向け施設

別紙2「ルート図（南ループ）」【運行時間】9：30 ～ 17：00
【便　　数】1日16便（30間隔）
【所要時間】1周30分
【バス停数】17箇所
【運　　賃】1乗車1日乗り放題
　　　　　　　　大人：200円
　　　　　　　　小人：100円


